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学問の独立

学問の活用

模範国民の造就 貢献の早稲田

教育の早稲田

研究の早稲田

独創の研鑽につとめ、

世界の学問に裨補せん事を期す

次世代研究者の養成 学問を活用し、

社会の貢献に資せん事を期す

貢献の早稲田

一身一家一国のためのみならず、

進んで世界に貢献する抱負が無ければならぬ

早稲田大学の教育・研究・実践およびその成果
は、世界の人類社会に貢献するためにある

貢献とは、単に世界の要請に応えることだけで
はなく、人類社会を構成する人々と自然の共生
を目指し、人類社会の解くべき課題と進むべき
道標を指し示し、日本を世界の中で意義を持つ
存在へと牽引すること

研究の早稲田 教育の早稲田
研究の研鑽を教育に反映

早稲田大学教旨（建学の精神）

総合知による

人類への貢献

Waseda Vision を実現する３つの柱

2



早稲田大学は、建学の精神を礎に、世界人類のために貢献します。

①学問研究を推進し、かつその成果を社会実装する

②研究成果を教育に反映させ、人類に貢献する人材を育成する

③社会貢献活動を通して、総合知を涵養し、人間的力量を備えた人格の完成を目指す

➞この3つの目標を達成すべく早稲田大学をトランスフォームする

150年の伝統を礎に

「世界で輝くＷＡＳＥＤＡ」を実現！

“Making Waseda a stellar world-class university” 
based on the 150 years of tradition
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３つのグローバルセンターで「総合知による人類への貢献」を推進

教

育

E
d
u
c
a
ti
o
n

Global Education Center

グローバルエデュケーションセンター

◆ 早大生全員に「地球規模の視野を獲得する機会」と
「文理横断・連携・融合教育」を提供し、
社会変革を担う人材を育成する

研

究

R
e
se
a
rc
h Global Research Center

グローバルリサーチセンター
◆ 早稲田が持つ独創的な研究Seedsを

発展・飛躍・融合させ、
社会変革をもたらす価値を創造する

総
合
知
に
よ
る
人
類
へ
の
貢
献

創立150周年記念事業
の位置づけ

貢
献 Global Citizenship Center

C
it
iz
e
n
sh
ip

グローバルシティズンシップセンター

◆ 人間的力量を育む教育プログラムを進化させ、貢献活動
を通して実践知を育み、世界に貢献する人材を輩出する

◆ 早稲田大学が目指す世界貢献のビジョンを掲げ、
人・社会・地球の未来をデザインする

早稲田大学を、学生・校友・支援者とともに「世界人類に貢献する大学」に
進化させ、日本社会の変革を牽引する事業

２０２４年４月新設
研究の司令塔
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マスタータイトルの書式
設定

マスターサブタイトルの書式設定

2024/10/9 5

総長／プロボスト／副プロボスト／ CFO
（教務・研究推進） （財務）

飛
躍
的
・
共
創
的
研
究

独
創
的
・
萌
芽
的
研
究

学 術 院

リサーチイノベーションセンター
研究戦略 アントレ

プレナーシップ

知財・
研究連携

オープン
イノベーション

政
治
学
研
究
科

経
済
学
研
究
科

法
学
研
究
科

法
務
研
究
科

文
学
研
究
科

教
育
学
研
究
科

商
学
研
究
科

会
計
研
究
科

経
営
管
理
研
究
科

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
科

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科

日
本
語
教
育
研
究
科

人
間
科
学
研
究
科

ス
ポ
ー
ツ
科
学

研
究
科

社
会
科
学
研
究
科

現代政治経済
研究所

比較法研究所
法務教育研究
センター

総合人文科学
研究センター

教育総合
研究所

産業経営研究所
ビジネス・ファイ
ナンス研究センター

先端社会科学
研究所

人間総合研究
センター

スポーツ科学
研究センター

アジア太平洋
研究センター

基
幹
理
工
学
研
究
科

創
造
理
工
学
研
究
科

先
進
理
工
学
研
究
科

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
科

情
報
生
産
シ
ス
テ
ム

研
究
科

理工学術院総合研究所
各務記念材料技術研究所
情報生産システム研究センター
環境総合研究センター
国際情報通信研究センター

Global Research Center

提案
重点戦略 国際化

戦略
教員人事
政策

財務政策

Global Research Centerの構想（ボトムアップによる研究推進体制）

自然科学系研究人文系・社会科学系研究
文理融合研究
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マスタータイトルの書式
設定

マスターサブタイトルの書式設定

2024/10/9 6

新たなイノベーション創出と中核人材の輩出

◼ 計測基盤技術を軸とした領域横断型研究の展開

「計測」は横串の技術として全ての領域に重要な技術であり、カーボンニュートラル・ウェルビーイングの領域であれ
ば多くの分野の学生、教員、さらには職員がこの連携に参加して、研究・人材育成の面で広く連携できる

◼ 革新的計測機器の共同開発を通じた計測機器世界市場における国際競争力の拡大

海外メーカーからの機器購入に依存する日本の現状の打破

新たな社会価値の共創

早
稲
田
大
学

カーボンニュートラル社会
研究教育センター

5つの柱

産学連携による研究・教育と人材交流を通じ、社会課題解決可能な人材輩出

島津製作所と早稲田大学が保有する総合知を融合し、新たな社会価値を共創

総合知
の融合

島
津
製
作
所

計測機器メーカ
の総合知

アカデミア
の総合知

早稲田大学・島津製作所による新たなイノベーション創出
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ウェルビーイングに資する
カーボンニュートラル社会の実現を

目指した産学連携

【アウトカム】



早稲田大学が、

日本のAX（Academic Transformation）

を実現します！

早稲田大学は、研究・教育・貢献を通して、

日本の研究・教育のあり方を進化させ、

日本社会の変革を牽引する覚悟です
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